
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『納得と安心の笑顔が元気の源』 

                                                   南が丘小学校長 中 山 秀 悦 

  校舎前の住宅が２棟なくなりました。この後は道路がつくられるとのこと。見晴らしが良くなった

気もしますが、今まであったものがなくなってしまった寂しさも感じます。季節は冬。師走１２月が

目の前です。雪が降りました。 

 うちの学校は校内研修や研究会、学校訪問など教育関係のご来客が多いこともあり、まとまった時

間、授業を見ることも多いです。普段は廊下から授業を見させてもらっている私ですが、一礼をして

教室に入ると、その授業の雰囲気に溶け込ませてもらえるのがうれしいのです。私は授業中はまず口

を挟みません。それは、授業が教師にとってオンステージだと、授業は一枚の絵のような芸術作品な

のだと思っているからです。そんなことを知ってか知らずか、あるいは TT や習熟度別、普段から多

い来客に授業を見られることに慣れているのか、うちの子どもたちは私が横に立っても気にしないか、

ニコッと笑ったり、ちょこんと会釈をしたりしてくれるのです。書いているものを隠そうとすること

などもありません。それがまたうれしいのです。 

  先生と子どもたちとのやりとりの様子。子どもたちから発せられる柔らかい口調。きちんと相手の

方を見てプリントを渡す、落ちている物をごく自然に拾ってあげるといった学級のもつ雰囲気。そし

て子どもたちの活動を教師がリードする授業のテンポ、レベルがうれしいのです。 

  言うまでもなく教師は絶えず研究と修養に励まなくてはなりません。教材研究、授業研究に終わり

はないのでしょう。でも、その日の１時間１時間の授業には、「これならうまくいく！」と自信をも

った状態で教師は臨まねばなりません。うちの先生方はそれを実践してくれています。故に私は授業

中、口を挟まないのです。 

 「完璧」という言葉を軽々に使ってはいけないことは分かっています。でも、最初から完璧を求めな

い人間が、満足な結果を得られないのも当たり前のこと。誰でも最初は手直しされないように完璧な

ものを創ろうとする。授業も。 

  ピッチャーは最初は完全試合を狙う。それがフォアボールを出すことでノーヒットノーランに変わ

り、ヒットが出ることで完封に変わり、そして点が入ることで勝ち狙いに変わると言います。何をす

るにしても、最初から「これくらいは仕方ない」などと考えていたら、おそらく納得した結果は手に

入れられないでしょう。 

  学校経営に当たって、自分が気にしていなかったことで問題が起きたり、指摘を受けたりした場合

は、自分に資質が足りなかったと潔く受け入れようと私は思っています。一番避けなければならない

のは、「やっぱりそうなったか」という状況になることです。私はこの程度の人間ですが、そういう

後悔だけはしたくない、それが危機管理と常々思っています。 

 子どもたちの授業中の笑顔。保護者の方々からいただく明るい挨拶。それが我々の元気の源。毎日

を納得で終えたい。そんなことを考えながら校内を歩いています。心癒やされながら。 

【本年度の重点目標】 
『学びを見通し、自分の目標に近づこうと努力できる 

子どもの育成』 

〔笑顔！〕〔学び合い！〕〔習慣！〕 
℡0139-52-0524 FAX 0139-52-5489 
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 １０月２８日（日）、南が丘小学校学習発表会が行われました。南が丘小学校では、運動会や学習発表会終了後に保

護者アンケートを実施し、皆様から頂いた貴重なご意見を次年度への取組に活かしております。 

 今年度の学習発表会の保護者アンケートの結果をまとめましたので、ご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記のグラフの４つの項目では、 

  「Ⅰ 子どもたちは生き生きと演目に取り組んでいましたか。」 

  「Ⅱ 進行やステージ設営など児童の係の仕事はいかがでしたか。」 

  「Ⅳ 先生方の指導や運営はいかがでしたか。」の３点について肯定的評価（とてもよかった、よかった）１００％

となりました。また、「Ⅲ プログラム編制はいかがでしたか。」については、肯定的評価は９６．２％となってお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 南が丘小学校では、教職員による反省と合わせ、保護者の皆様から頂いた貴重なご意見 

をもとに、来年度の学習発表会を計画してまいります。そして、子どもたちが主体的に活 

動できる力を更に身に付けたいと考えております。 

 保護者の皆様、お忙しい中、貴重なご意見、ありがとうございました。 

  

 

Ⅰ 子どもたちは生き生きと演目に取り組んでいまし

たか。 

0.0% 50.0% 100.0%

Ⅱ

0.0% 50.0% 100.0%

Ⅲ

0.0% 50.0% 100.0%

Ⅳ

Ⅱ 進行やステージ設営など児童の係の仕事はいかが

でしたか。 

Ⅲ プログラム編制はいかがでしたか。 Ⅳ 先生方の指導や運営はいかがでしたか。 

0.0% 50.0% 100.0%

Ⅰ とてもよかった

98.1％ 

よかった 

1.9％ 

とてもよかった

90.4％ 

よかった 

9.6％ 

とてもよかった

71.2％ 

よかった 

25.0％ 

あまりよくない

3.8％ 

とてもよかった

90.4％ 

よかった 

9.6％ 

その他、保護者の皆様からは、記述にて 

 ○子ども達が一生懸命取り組んでいた。 

 ○先生方の指導がよかった  等の感想を頂きました。 

しかし、課題として 

 ●プログラム編制の更なる工夫 等について、貴重なご意見を頂いております。 

  

 

 南が丘小学校では、子ども達の学校の生活や学習を今以上に生き生きと楽しいものとするため 

に、学校評価「学校教育活動をよりよくするためのアンケート」を実施します。 

保護者の皆様から、学校の教育活動や組織・運営についてのご意見や感想等を頂き、学校運営に 

役立てたいと考えております。１２月中にアンケートを配布・回収予定となっています。ご協力よ 

ろしくお願いいたします。 

  

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 第２回「いじめアンケート」調査を行いました。 

 「あなたは、４月から今日まで嫌な思いをしたことがありますか」の質問に対

して、「ある」と回答した児童が９名（12.８％）となっております。これは、１

回目のアンケート結果１５名（20.8％）より少ない値となっています。 

 

            ２回目               １回目 

            １１月実施             ６月実施 

            ←                 ← 

 

 

 

 

 

 「嫌なことをされた内容については」 

  ○「仲間外れや無視」 

  ○「悪口を言われる」 がもっとも多く、「たたかれる、けられる」「持ち物

をかくされたり、いたずらをされる」と続いております。 

 また、「今でも嫌な思いをしていますか」の問いに対して、９名中５名が、「し

ている」と回答しています。 

 

 南が丘小学校では、このアンケート結果をもとに、児童への聞き取り等を実施

し、丁寧な対応を行っております。 

 ご家庭でも、子ども達のことで、少しでも気になる点がありましたら、担任ま

で連絡をお願いします。 

 また、１２月には、保護者の皆様を対象とした個人面談も行われます。多くの

保護者の皆様と子ども達一人一人について、じっくりとお話をさせていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

 ○いじめられてる 

 ○いじめられている友だちをたすけたい 

 ○学校へ行きたくてもいけない 

 ○友だちとの関係などで悩んでいる 等 悩み等がある場合に、専門の相談員

がいる「子ども相談支援センター」を北海道教育委員会で開設しています。 

 電話 0120-3882-56 （無料） 

 メール相談アドレス 

  doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp となっています。 

  

 

  

 江差中学校区トライアングルサポート（江差中学校・江差小学校・南が丘小学

校）では、「３校の児童・生徒について、小中学校が連携協力することにより、

健やかな成長を支援すること」を目的として、活動を行っております。 

 その活動の一貫として、小学校６年生を対象とした部活体験が行われました。

今年度は、１１月１５日と１１月２０日の２回を部活体験日に設定し、部活体験

を行いました。江差小学校の６年生とも交流を深めながら、有意義な体験ができ

ました。 

 ６年生の学級通信では、次のような感想が綴られていま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生は、あと４ヶ月ほどで中学生です。部活体験からまた新たな中学校に向

けての目標ができましたね！！ 

 

 

 僕はバスケと野球の部活に行きました。バスケはド
リブル鬼ごっこやフリースロー、フリースロー対決な
どをやりました。野球は、すごく雰囲気がよかったで
す。 
 

  

  

 

 

 最初は、中学校はこわいのかな？と思っていたけど、優しく接してくれてう
れしかったです。また、バレーのアタックのステップなどを丁寧に教えてくれ
たので、楽しかったです。 
 

  

  

 

   

 

 先日、保護者の皆様に、「子どもたちの健全育成を目指して～子どもたちの遊

びの実態を知っていますか～」と題した文書を配付させていただきました。 

 放課後や休日、子どもたちは友だちと一緒に楽しく生活を送っています。しか

し時に、その遊びが原因でトラブルが生じたり、中には犯罪等に巻き込まれたと

いうニュースを耳にすることもあります。 

 最近の子どもたちの遊びの傾向として、次のようなものがあげられます。 

 

  

 

  

 

 

 

 

 どれも子どもたちにとっては、楽しい遊びですが、危険もたくさん潜んでいま

す。大人が、「子どもたちの遊びに関心をもつこと」、「時には、ストップをかけ

ること」、「家庭内でのルールをしっかり決めること」等が必要となります。 

 保護者の皆様のご協力をお願いいたします。 

  

 

 １１月１１日（日）、南が丘小学校の日曜参観が行わ

れました。当日は、多くの保護者の皆様のご参観、誠

にありがとうございました。 

 日曜参観は、２時間の公開授業を設定して行われま

した。保護者の皆様も、子どもたちが一生懸命に頑張

っている姿をご覧になり、子どもたちの成長を感じる

ことができたことと思います。 

 今後参観日は、１２月１３日 

（木）に低学年、１２月１４日 

（金）には高学年が予定されて 

おります。ご多用のこととは存 

じますが、是非、学校に足を運 

んで頂き、子どもたちの一生懸 

命に学習に取り組む姿をご覧い 

ただければと考えております。 

  

 

 

○インターネットを介しての見知らぬ人や友だちとのゲーム遊び 

○夜遅くまでのゲームやインターネット等の利用 

○自宅以外でのゲーム機器の持ち出し 

○カードゲームでの友だちとのカード交換 

○携帯電話やスマートフォンの遊びでの使用 

○外でのおやつの飲食やおごったり、おごられたりすること 

○ＢＢ弾等での遊び 

参観日、３年生の

様子 

  

 

 １１月１６日（金）、ＰＴＡ研修委員会主催による「親

子でエクササイズ」が行われ、たくさんの保護者や子

どもたちが参加しまし 

た。講師は、本校の保 

護者で健康運動指導士 

の資格をもつ 奥田真 

由美さんです。 

 およそ１時間のエク 

ササイズでしたが、親 

子で楽しく体を動かし、 

心も体もリフレッシュすることができました。 

 

 
  

 

 ３日（月）クラブ、個人面談開始（１４日まで） 

 ５日（水）全校集会、ＡＬＴ来校、チャレタイ 

 ６日（木）６年租税教室、元気の森活動３，４年 

 ７日（金）６年中学校体験、チャレタイ 

１０日（月）納入日、クラブ 

１２日（水）チャレタイ 

１３日（木）参観日（低学年）、２年レク 

１４日（金）参観日（高学年）、５年レク 

１７日（月）委員会 

１９日（水）チャレンジタイム 

２１日（金）ＡＬＴ来校 

      1～3年 14：20下校、4～6年 14：50下校 

２３日（日）天皇誕生日 

２４日（月）振替休日 

２５日（火）納入日 

２６日（水）全校集会 

２７日（木）冬季休業開始 

 

 

  

 

 「どさんこ☆子ども地区会議」が１０月２７日（土）に檜山振興局で開かれました。南が丘小学校からは、６ 

年生の佐藤雷矢君と野崎大和君が参加し、「他者の価値観を理解し、地域全体で交流を生み出しやすい環境をつく 

ろう」の協議テーマのもと、話し合いに参加してきました。 

 また、４年生が、平成３０年度いじめ・ネットトラブル根絶！メッセージコンクール（ポスターの部）において、 

ネットトラブル根絶部門で最優秀賞を受賞し、この日、檜山教育局の河野局長様より、賞状を頂いております。 

 

12.8％ 

87.2％ 
79.2％ 

20.8％ 

mailto:doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

